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か い ほ ん だ い じ し ょ じ ゅ せ ん か い こ ぶ ん し ん ぽ う
本大字諸儒箋解古文真宝（後



























































































年 10 月 12日）において「地域歴史資料と「移動する歴史
資料たち」の問題を考える」、『名古屋大学文書資料室シン
ポジウム　東海大地震からアーカイブズをどう守るべきか』
（2013 年 2月 7日）において	「民間所在資料散逸の要因」で











































































































































































































































































































































































































































平成 27 年 11 月 14 日（土）























	 ［2］ 古事記における世界の生成とシャーマニズム	………………………… 13：40～14：10
  ―「根堅州国」と｢綿津見神宮｣をめぐって
	 	 A



































カ タ リ ン
atalin（広島大学大学院博士課程）









































マ リ コ 	
利子（国文学研究資料館助教）
研究発表	 ［6］ 「父親の不在」を文学は告げている?『なずな』におけるイクメン	 … 10：00～10：30
	 	 G











	 ［8］ 武田泰淳の文学における父親のイメージ	 …………………………… 11：00～11：30
	 	 H
ハ ー ト リ ー
ARTLEY	B
バ ー バ ラ
arbara（タスマニア大学アジア言語研究学科長）


















	 	 	 F
フ ェ ス ラ ー
ESSLER	M
マ イ ケ ル
ichael（日本エズラ・バウンド協会役員）





	 	 	 鳥




総括	 	 	 17：00～17：10
【ポスターセッション】11月14日（土）〜11月15日（日）（発表者による説明あり）


















   ● 川端康成『抒情歌』再考―近代における“口承文芸”の可能性と限界―
	 	 大


































































































































































































13：30～ 口頭発表 11：00～ 口頭発表






























































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 1 2
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23
29 30 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
31
●開館：9 ：30〜18 ：00　　●請求受付：9 ：30〜12 ：00,13 ：00〜17 ：00　　●複写受付：9 ：30〜16 ：00
ただし、土曜開館日は、
●開館：9 ：30〜17 ：00　　●請求受付：9 ：30〜12 ：00,13 ：00〜16 ：00　　●複写受付：9 ：30〜15 ：00




でんか ほ う か
家螢火」）［当館蔵　新収］
春日懐紙は、13世紀中頃に奈良春日社（春日大社）周辺で行われた和歌会で用いられた和歌懐紙（和歌会に持
参する自詠を書き留めた料紙）。春日若宮社神主の中
なかとみの
臣祐
すけさだ
定は、それら使用済みの懐紙の裏に万葉集（春日本万
葉集）を書写した。したがって、本来この資料には裏表にそれぞれの和歌が写されているのだが、江戸時代に	
なり、懐紙面が珍重されるあまり、万葉集面の多くが剥がされて、消失した。この一枚は、当館蔵の春日懐紙（全
部で31枚。うち、25枚は重要文化財）の中で最も最近収蔵されたもの。縁弁（経歴不詳）の「田家蛍火」を第一
歌題とする懐紙（縦29.1㎝×横42.9㎝）。当該の題の春日懐紙は全部で9枚知られている。同じ和歌会の際のもの
と考えられる。当館蔵品の中にも学詮（経歴不詳）の懐紙がある。裏はほとんど失われているが、万葉集の巻十
の一部であることがわかっている。	 （田中　大士）
発行日 平成27年（2015）10月16日
編　集 国文学研究資料館広報出版室
印刷所 株式会社 アズディップ
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